








1 研究目的 

最近の小児科外来には,いわゆる心身症を思わせる患者が増加し,現実的対応を急ぐ親子の

ために患者の本意と親の気持(これまでの親子関係)を相互理解し,適切な対応方針を示す

必要があり,臨床小児科医が取り組まなければならない最重点課題の一つである。 


